
青少年赤十字加盟登録式ではJRCの精神や活動を
伝えています。 
山口市立大殿小学校、防府市立牟礼南小学校、山
口市立大殿中学校の加盟登録式には、赤十字職
員も参加させていただき、赤十字マークには、「やさ
しさ」や「思いやり」の意味があること、又、JRCの態
度目標である気づき・考え・実行する子どもを目指し
てほしいことなどについて話をしました。 

青少年赤十字は、特別な活動ではなく人の痛みが分かり、人を思いやることのできる心をもった
青少年の育成を目的としています。そのために「健康・安全」、「奉仕」、「「国際理解・親善」という
実践目標を持ち、活動に当たって「気づき、考え、実行する」という態度目標を掲げています。 
これは、命の教育、心の教育、生きる力の育成という点で学校教育が目指していることと共通し
ています。 
これからこのページで皆さんがふだん取り組んでいる活動を定期的に紹介していきます。参考にな
る取組みはぜひ取り入れて実践してみてください。 
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★各園・校での取組み★ 

ＪＲＣ加盟
登録式 

大きくなってね！ 岩国市立河内小学校で
は、東日本大震災の復興
を応援するため、平成24
年10月から震災で失わ
れた森林の復旧を目的と
した「どんぐりプロジェク
ト」に参加し、被災地のど
んぐりから苗木を育て、
被災地に送り返すという
活動をしています。 

防府市立小野中学校
では、生活環境委員
会の3年生が毎朝校
旗とＪＲＣ旗の掲揚を
行うことが伝統になっ
ています。急な雨の時
も3年生が取りこみ、
乾かして次に使えるよ
う大切にしています。 

★投稿ありがとうございます★ 

校長先生にＪＲＣのバッチを付
けてもらったよ！：牟礼南小 

山口市立大殿小学校 山口市立大殿中学校 防府市立牟礼南小学校 



平成27年3月22日～27日、山梨県において、全国各都道府県支部管内で高等学校青少
年赤十字活動の中心となるリーダーを養成するため、「平成26年度青少年赤十字スタ
ディー・センター」が開催されました。 

  担当者から 
 日本赤十字社山口県支部  本田 絵里 
 

本年度から青少年赤十字の担当者 
になりました本田です。昨年度までは、 
救急法等健康安全事業を担当していました。 
JRCの実践目標にも「健康安全」があります。これまでの 
経験を生かし、健康安全の取組みや、防災・減災教育など 
情報提供をしたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 
第３号に向けて皆さんからの活動の報告をお待ちしており 
ます。 

赤十字活動資金にご協力お願いします。 

国際活動、災害救護活動などの赤十字が行う人道事業は皆さまからの 
資金協力によって支えられています。 ご協力お願いします。 

青少年赤十字についてのお問合わせ 
日本赤十字社山口県支部 
TEL   083-922-0102 
MAIL  jrc@c-able.ne.jp 

 平成27年度青少年赤十字主な行事予定 
 

●世界スカウトジャンボリー  
  期日：7月30日（木）～8月6日（木） 
  会場：きらら浜記念公園 
●リーダーシップ・トレーニング・センター  
 会場：十種ヶ峰青少年自然の家 
 ・小学校   7月29日（水）～31日（金） 2泊3日 
 ・中学校   8月10日（月）～12日（水） 2泊3日 
 ・高等学校 8月  7日（金）～10日（月） 3泊4日 

★参加報告★ 全国のＪＲＣメンバーに会ってきたよ！ 

「私がこのスタディー・センターで最も心に残ったことはコミュニケーションの
大切さです。全国各地の色々な人達とたくさん話をして、自分が知らなかっ
た多くの事を心にとめることができました。」 

★山口県支部からのお知らせ★ 

●防災教育の推進 
日本赤十字社は、自然災害に関する防災教育を支援するため、青少年赤十字防災教育プロ
グラム「まもるいのち ひろめるぼうさい」を作成しました。 
児童・生徒が自然災害から自分の命を守ることを学び、防災意識を高めることで、家庭や
地域の中で防災・減災の取り組みを主体的に担うことができるよう、今後学校での活用を
促進していきます。 

●参加者大募集 
平成27年9月13日（日）周南市新南陽ふれあいセンターにおいて、「第3回赤十字救急法競技大会」を開
催します。詳しい要項など決まり次第、支部ホームページでお知らせいたします。 

山口県からは、県立華陵高等学校2年生の田村美奈さん、県立徳山高等学校1年生の福田大伽さんの
2名と指導者として県立防府高等学校の河村美穂教諭が参加し、リーダーとして求められる意欲、
知識、技術を養い、全国の参加メンバーとの交流を図りました。 

★指導者から★ 

防府市立牟礼南小学校 山本庸夫 校長   
本校は、３年前からＪＲＣ活動に参加しています。 
私とＪＲＣの出会いは、山口市立湯田小学校の教務主任の時でした。 

ＪＲＣ活動の目的は、「困っている人や苦しんでいる人を見たら、何か役に立つことをしてあげたい、
というだれの心にもある気持ちを素直に行動に移す“赤十字の心”を大切にして、人々の幸せや世
界の平和に尽くせる人間になるよう努力すること」で、活動分野は、健康と安全、奉仕（ボランティ
ア）、国際理解・親善の３つの内容からなっています。 

学校現場では、ボランティア、福祉、人権、国際理解、安全など様々な教育活動を行わなければな
りませんが、青少年赤十字をバックボーンに位置付けることによって、各々の活動の意味づけがよ
り明確になると思います。 

県立徳山高等学校 福田大伽さんから参加の感想が届きました。  


